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店への聞き取り調査を実施し、文献資料を参照しながら考察を行った。 
①観光地化とテーマに対する住民の意識について 

















会費が充てられた。生野コリアタウンでは A○ＡE A連盟等の商店街組織に所属すること、A○ＢE A行政との
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いる。業種に着目すると、キムチに代表される韓国食材や
韓国料理がそれぞれ 10ポイント近く増加し、K-POPなど
の商品を扱う韓流ショップは 12 軒が登場した。一方、日
常生活との関係が深い薬局やふとんが減少し、1990 年時
点では存在した生花、パン、靴、文具といった業種も現在
は目にすることができない。このように韓国・朝鮮に関わ
る商店の増加と、日常的な最寄品を扱う商店の減少が顕著
に示されている。また、商店主の国籍についても、1990
年には韓国・朝鮮 51.1%、日本 49.0%であったのに対し、
2013年では韓国・朝鮮 71.9%、日本 28.1%へと大きな変化を遂げた（八木・谷、2014）。1990
年時点と現在とで同一の商店と確認できたのは 51軒にとどまり、100軒ほどの商店に変化がみ
られることからも、テーマに沿った商店の変遷は明らかである。さらに、商店のテントの色に
ついて、一般的に韓国・朝鮮を象徴するといわれる赤色の割合が 10ポイント増加したことは、
景観へのテーマ意識の反映と捉えられよう。以上より、街路灯設置等の景観整備を嚆矢とした
テーマの明示によって、それに合致する商店が集積し、さらにそのテーマが強められることで
「テーマパーク化」が推進されたと考えられる。 
V. Uむすび―「テーマパーク性」を意識した西町商店街の観光地化の方法― 
 本研究ではここまで、「テーマパーク性」から見た、商店街観光地化の手法・過程を探ってき
た。本章では結論として、西町商店街に対し現況改善のための提言を示すこととする。 
 まず、「テーマパーク化」の前提となるテーマについては、住民意識に配慮した上で設定する
ことの重要性が明らかとなった。隠岐の島町、特に西町商店街においては、「人の営み」をテー
マと掲げた上で、その内容が観光・文化への関心が低い住民をも巻き込むものとなるよう定め
るべきであろう。そして、「人の営み」とその内容に関する認知度や意識を高める方策としては、
テーマを象徴する景観整備が効果的であると考えられる。観光地としての認識がされにくい西
町商店街の現状の打開のため、また、景観整備を伝えるマスコミ報道がコリアタウン化の周知
に寄与した事例からも、景観整備の必要性が支持されよう。その実現に不可欠な補助金を得る
ため、西町商店街は環境整備を目的とする振興組合を設立し、法的組織となることが求められ
ている。実際に、調査の中で西町商店街が組織化されていないため、補助金が制限されるとい
う行政の指摘があった。組織化を行った上で、商店街側から行政に対してテーマを基にした提
案を行い、行政とともにまちづくり、ここでは「テーマパークづくり」がなされるのではない
だろうか。さらには、生野コリアタウンと同様に、テーマに沿った新たな商店の流入が期待で
きる。これらの手法・過程の実践によって、西町商店街の「テーマパーク化」が可能となろう。 
1)題目の鶴橋商店街は鶴橋エリアの商店街を指す名称で、本研究は御幸通商店街を対象とした。 
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